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本研究の目的：外国人の患者を受け入れる際に生じうる障壁を取り除いて医療安全上の問題を最

小限にするため、言語や文化の壁・未収金発生等の課題を整理し、課題解決の最適化を行うため

に必要な人材・ツール・資料・システムを開発し、開発したシステムを日本の他医療機関に展開し

本邦の外国人医療の最適化を行う。 

研究成果 ： 

1. 人材育成のためのプログラム開発・ツールの参加型開発と共有 

国際医療コーディネーターは外国人患者受け入れの際に、初期のニーズアセスメン

トから各部門の対応課題の把握と調整を行い、医療通訳は患者と医療者のコミュニケ

ーションを支える。両者は医療安全の確保と安心な医療の提供に必須の存在である。 

本研究では初年度にパイロット事業として①外国人患者受け入れ体制整備のための

「医療コーディネーター養成研修」、②外国人患者受け入れ体制整備のための「医療通

訳養成研修」、③地域医療連携機関を対象とした「外国人医療実践講座」を開発した。 

３年目は、関連諸機関と企画を共同開発し、e-learning システムを併用することに

より多くの関係者が情報にアクセスできるようにした。また地域の多言語人材に参加

していただき、人材育成プログラム資料の多言語化を行った。また成した資料を外部

からも閲覧・ダウンロードできるウェブページを作成した。 

2. 遠隔診療サポートシステムの構築 

外国人の患者を受け入れる際に生じるコミュニケーション上の障壁を取り除き、医

療安全上の問題を最小限にするため、コミュニケーション上の課題解決に必要な資料

を作成し、全国の医療機関に提供し利用することが本研究の目的である。 

外国人診療で日常的に遭遇しやすい臨床状況における英語を用いた診療における一

般的な表現についての動画を作成した。また、保険会社等に提出するための英文診断

書の書き方を解説した動画を作成した。これらの動画は e-learning として全国の医療

従事者に公開した。 

3. 診療に用いる文書の翻訳 

入院診療計画書、英文診断書、中心静脈カテーテル挿入前の同意書、術前同意書な

ど日常診療に用いる頻度の高い文書を 5 ヶ国語（英語 ・中国語・ベトナム語・ミャン

マー語・ネパール語）に翻訳した。 
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Abstract ： 

1. Program development for human resource development and sharing of tools 

When accepting foreign patients, the international medical coordinator grasps 

and adjusts countermeasures from the initial encounter, and medical interpreter 

supports communication between patients and medical personnel. Both are 

indispensable for securing medical safety and providing safe medical care. In this 

research, as a pilot project in the first year, we underwent "Medical Coordinator 

Training Course" for Improvement of Foreign Patient Acceptance System, "Medical 

Interpretation Training Course" for Improvement of Foreign Patient Acceptance 

System, and "The practice course of foreign medical care" was developed.  

In the third year, we developed projects with related organizations and 

combine use of e-learning system, so that many stakeholders can access 

information. We also involved local multilingual human resources in this project 

and made multilingual human resource development program materials. We also 

created a website that allow medical personnel to view and download materials. 

2. Construction of remote medical care support system 

To eliminate communication barriers arising when accepting foreign patients 

and to minimize medical safety issues, preparing materials necessary for solving 

communication problems and providing them to medical institutions nationwide 

are important. In this research, we made a video about sentences/ expressions in 

medical practice using English in a clinical situation. In addition, we created a 

movie that describes how to write documents for submission to insurance 

companies etc. These videos were released to medical staff nationwide as 

e-learning. 

3. Translation of documents used for medical treatment 

 We prepared documents frequently used for routine practice such as inpatient 

medical care plan, English written diagnosis, consent before central venous 

catheter insertion, preoperative consent form etc. in five languages.  (English · 

Chinese · Vietnamese · Myanmar · Nepali) 
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国立看護大学校共催の研修
（看護マネジメント）

国際医療協力局・通訳養成企業等と
共催の医療通訳研修

他の施設でも活用可能な多言
語説明資料の作成と公開
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• 入院診療計画書、英文診断書、中心静脈カテーテル挿入前の同意書、術前同意書など日常診療に用いる頻度の高い文書
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英語での外国人診療
こ れまでの成果 

外国人診療における障壁の一つにコ ミ ュニケーショ ンの問題がある。  

外国人診療の際に最も 必要と さ れる言語の一つに英語があり 、  

日常的に遭遇し やすい臨床状況（ 発熱、 腹痛、 予防接種、 処方希望、 HIV曝露後予防）  

における英語を用いた診療における一般的な表現についての動画を作成し た。  

こ れら の動画はe-learn ing と し て全国の医療従事者に利用可能と なる予定である。

今後の予定 

英文診断書の書き 方についての動画を作成する予定である。  

また、 入院診療計画書、 英文診断書、 同意書など 

日常診療に用いる頻度の高い文書を、 改変可能な形にし てイ ンタ ラ ク ティ ブ上から  

ダウンロード でき るよう なウェ ブページを作成予定である。



全国の病院が抱える
外国人診療の課題

医療安全上のリスク

言語バリア言語バリア 文化・習慣バリア文化・習慣バリア

病院スタッフの負担増大

書類作業負荷の増大書類作業負荷の増大

時間・費用・人材の不足 ①外国人診療のノウハウ
e-learningでの公共知財の公開

②ツールの開発・提供
外国人診療に必要な文書やマニュアルを

多言語化して全国に提供

外国人患者にどう対応して良いか分からない
外国人患者の診察方法が分からない

診断書や検査説明文書が日本語しかなく
多言語に対応した文書を準備する

キャパシティがない

支援

遠隔診療サポートシステムの構築
本研究の概要

外国人が全国の病院で安心して
医療を受けられるための
医療環境の整備を支援！



これまでの成果

今年度の予定

①e-learningの公開
日常的に遭遇しやすい臨床状況における英語を
用いた診療や英文診断書の書き方の動画を作成
しe-learningとして全国の医療従事者に公開して

いる。

②多言語化医療文書の公開
日常診療において必要となる文書（同意書・検査
説明文書など）を多言語化し、公開することで全

国の病院で利用可能としている。

ポータルサイトの充実を図る
①動画資料の追加
②診療で使えるフレーズ集
③全国の病院からの資料共有
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人材育成のためのプログラム開発・ツールの参加型開発と共有

外国人が全国の病院で安心して
医療を受けられるための
医療環境の整備を支援！

医療通訳研修・OJT研修
医療コーディネーター研修
外国人医療実践講座

→応用編：看護管理職研修

外国人患者受け入れの際に必要な多
言語資料を登録通訳・外部専門職とと
もに作成。
ホームページやFacebookで紹介

医療機関・大学・企業・非営利団体と連携



ポータルサイトの充実を図る
①動画資料の追加
②診療で使えるフレーズ集
③全国の病院からの資料共有

国立看護大学校共催の研修（看護マネジメント） 国際医療協力局・通訳養成企業等と共催の医療通訳研修

カナダでの実地調査 公開報告会
（外国人医療実践講座）

国際学会で研究発表
（二見 研究員）

他の施設でも活用可能な
多言語説明資料をの作成と公開
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